
日本の自然を半世紀以上見つめ、自然のしくみ
を尊重する社会づくりを目指してきたNACS-J。
皆様のご寄付・ご支援により、2014年度も多
くの活動を進めることができました。たくさんの
ご支援ありがとうございます！ 14年度の主な活
動の成果や、成果につながった活動の舞台裏
を、担当スタッフからご報告いたします。

▲NACS-Jの活動は、みんなの自然を想う気持ちを守る力にし、
なくなりそうな自然を守り、守った自然をもっとよいものにして、
自然のしくみを尊重する社会へつなげていくこと。この活動段階
に応じ、さまざまな取り組みを行っています。

C O N T E N T S
自 然 保 護　No.546　2015年7月・8月

今月の表紙
ミズオオバコ
撮影・解説
朱宮丈晴

（NACS-J
 エコシステム
 マネジメント室）

ミズオオバコは水中に葉を広げ、夏～秋、水上に花を
咲かせます。葉はオオバコと似ていますが、まったく別
の仲間で、絶滅危惧種です。東日本大震災で津波の被
害を受けた宮城県南三陸町で、絶滅危惧種を含む湿地
植物群落がよみがえっていました。写真はそこに咲いて
いたミズオオバコ。急速に進む復興事業により、湿地
植物群落が再び消失の危機にあったため、昨年 4月
NACS-Jは、移植による緊急避難措置を行いました。
新たな地に根付くことを願いながら、モニタリングを行
っています。

NACS-J 年次報告
2014.4−2015.3

2	 ANNUAL	REPORT	2014

18	活動クローズアップ

19 BOOK	&	PRESENT

20	今日からはじめる自然観察
砂浜の生きものを探そう！

23	自然しらべ	2015

24	NEWSハイライト

26		読者の広場
掲示板／お便り／ PHOTO LIBRARY ／
次号予告・新入会員／ Nature Navi

32		シリーズ新・生命の輪	55
砂浜に暮らすハンミョウと打ち上げ海藻の関係

NACS-Jウェブサイト・会員専用ページを
ご覧ください。

http://www.nacsj.or.jp/kaiin/
今号のIDとパスワードはこちら
7･8月号の有効期間：2015年7/1～9/10
　　　　　　　  ID  ：nacsj1507
　　      パスワード：SUNAHAMABINGO

オンラインショップ「しぜんもんSHOP&寄付」で会員
割引となるクーポン発行に必要な「クーポンコード」は
上記のパスワードを入力してください。

第２回 会報『自然保護』表紙
フォトコンテスト写真大募集中！
締め切りは8月31日。 詳しくは、 前号同封のチ
ラシかNACS-Jウェブサイトをご覧ください。
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―
―
今
年
５
月
、
つ
い
に
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
福
井

県
敦つ
る

賀が

市
の
中
池
見
湿
地
を
通

る
、
北
陸
新
幹
線
の
ル
ー
ト
変
更

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
ね
！ 

　
は
い
、
環
境
に
深
刻
な
影
響
を

与
え
る
ル
ー
ト
が
変
更
さ
れ
た
こ

と
、本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

中
池
見
湿
地
は
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
が

30
年
以
上
保
護
に
か
か
わ
っ
て
き

た
場
所
で
、
ル
ー
ト
問
題
に
つ
い

て
も
発
覚
し
た
２
０
１
２
年
か
ら

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
力
し
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
今
ま
で

の
成
果
が
実
っ
た
も
の
で
す
。
ご

支
援
い
た
だ
い
た
関
係
者
や
会
員

の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

実
現
の
鍵
は
地
元
の
努
力
と

世
界
か
ら
の
応
援
の
声

―
―
実
現
の
鍵
と
な
っ
た
の
は
ど

ん
な
活
動
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

　
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
と
も
に
意
見
書

提
出
や
国
内
外
へ
の
問
題
周
知
を

続
け
て
き
た
上
で
の
、
14
年
４
月

の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
事
務
局
長
ク

リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ブ
リ
ッ
グ
ス
氏

の
現
地
視
察
と
、
12
月
の
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
ね
。
４
月
に
事

務
局
長
を
お
迎
え
し
た
時
は
、
中

池
見
湿
地
の
価
値
や
魅
力
を
十
分

伝
え
ら
れ
る
か
不
安
で
私
も
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
地
元
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
敦
賀
市
の
方
の
熱
心
な
対
応

も
あ
り
、
事
務
局
長
に
湿
地
の
価

値
や
開
発
の
影
響
を
理
解
い
た
だ

け
ま
し
た
。
事
務
局
長
は
視
察
後

の
会
見
で
、
中
池
見
湿
地
の
自
然

環
境
の
重
要
性
と
ル
ー
ト
再
考
の

必
要
性
を
力
強
く
お
話
し
て
く
だ

さ
り
、
そ
の
コ
メ
ン

ト
は
多
く
の
新
聞
で

報
道
さ
れ
、
広
く
問

題
を
周
知
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
視
察
後
に
、

事
務
局
長
と
、
国
交

省
や
事
業
者
で
あ
る

鉄
道
・
運
輸
機
構
と

の
面
談
が
実
現
し
た

の
で
す
が
、
こ
れ
は
開
発
側
の
関

係
者
が
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
湿
地
の

保
護
の
責
任
を
強
く
認
識
す
る
大

き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
湿
地
の

保
護
は
国
の
責
任
で
、
保
護
が
適

正
に
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
国

が
説
明
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
国
や
事
業
者
は
登
録
地
を

劣
化
さ
せ
た
理
由
を
国
際
的
な
場

で
説
明
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
登
録
取
り

消
し
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
責
任
の
重
み
を
、
事
務
局
長
は

強
調
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
湿
地
を
脅
か
す

新
幹
線
ル
ー
ト
の
見
直
し
が
実
現
！

福
田
真
由
子

（
市
民
活
動
推
進
室
）

▲中池見湿地ルート問題の発端は、事業者
が1996年に公表しアセスメント調査を行っ
ていた「アセスルート」が、調査後事業者
判断で変更され、2012年の事業認可の際
には中池見湿地の中でも特有の生態系をも
つうしろ谷を貫く「認可ルート」へ変更され
ていたこと。NACS-Jは湿地環境に影響を
与えないルートへの変更を求めてきた。

ラムサール
登録範囲

アセスルート
（1996公表）

認可ルート
（2012公表）

変更ルート
（2015公表）湿地

うしろ谷

守った自然を
もっとよくする
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―
―
そ
の
結
果
、
す
ぐ
ル
ー
ト
変
更

の
検
討
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
か
？

　
い
え
、
そ
う
簡
単
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
事
業
者
は
ル
ー
ト
の
環
境
影
響

に
つ
い
て
検
討
す
る
専
門
家
委
員
会

を
設
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
そ

の
委
員
会
は
決
定
し
た
ル
ー
ト
の
影

響
だ
け
を
検
討
し
て
い
て
、
ル
ー
ト

変
更
は
検
討
対
象
と
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
。
な
の
で
、
私
た
ち
は
４

月
以
降
も
事
業
者
や
委
員
会
に
対
し

要
望
書
提
出
な
ど
を
続
け
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
の
方
に
広
く
中
池
見
湿

地
の
魅
力
や
問
題
を
伝
え
る
た
め
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
配
布
し
た

り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ト
ン
ボ
観
察

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
国
際

担
当
の
道
家
と
協
力
し
て
英
語
版
の

資
料
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

国
際
会
議
の
場
で
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

湿
地
の
危
機
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

国
際
的
に
問
題
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
こ

と
で
世
界
の
湿
地
研
究
者
に
も
危
機

感
が
伝
わ
り
、
12
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
世
界
的
な
湿
地
研
究
者
の
マ
ー

セ
ル
・
シ
ル
ビ
ウ
ス
氏
に
お
越
し
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　
変
更
へ
の
直
接
的
な
転
機
は
、
12

月
の
委
員
会
で
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
や

市
民
団
体
が
主
張
し
て
き
た
と
お
り

「
ア
セ
ス
ル
ー
ト
」
よ
り
「
認
可
ル
ー

ト
」
※
の
ほ
う
が
動
植
物
へ
の
影
響

が
大
き
い
と
発
表
さ
れ
た
こ
と
で

す
。
そ
の
直
後
に
私
た
ち
が
開
催
し

た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
私
た
ち

は
ル
ー
ト
変
更
の
必
要
性
を
強
調

し
、
マ
ー
セ
ル
氏
か
ら
は
第
三
の

ル
ー
ト
の
検
討
の
必
要
性
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
３
月
に
開
催
さ

れ
た
最
終
委
員
会
で
ア
セ
ス
ル
ー
ト

を
も
と
に
で
き
る
限
り
環
境
影
響
が

少
な
い
ル
ー
ト
に
変
更
す
る
よ
う
提

言
さ
れ
、
15
年
５
月
に
変
更
が
決
定

し
ま
し
た
。
12
年
の
計
画
発
表
時
、

事
業
者
は
新
聞
取
材
に
『
ル
ー
ト
変

更
は
し
な
い
』
と
明
言
し
て
い
ま
し

た
か
ら
、
本
当
に
大
き
な
変
化
で
し

た
。
こ
れ
だ
け
多
様
な
活
動
が
で
き

た
の
は
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
が
長
年
中

池
見
湿
地
の
保
全
に
か
か
わ
り
、
地

元
の
方
々
と
の
信
頼
関
係
を
つ
く
れ

て
い
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
ル
ー
ト
変
更
で
環
境
へ
の
影
響

は
ど
う
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
変
更
前
の
ル
ー
ト
は
中
池
見
湿
地

の
中
で
も
特
有
の
生
態
系
を
も
つ

「
う
し
ろ
谷
」
や
湿
地
の
水
源
の
山

を
貫
い
て
い
た
の
で
す
が
、
変
更
に

よ
り
う
し
ろ
谷
の
破
壊
は
回
避
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
事
業
者
が
委
員
会

の
提
言
を
真
摯
に
受
け
と
め
た
結
果

▲10月に開催したチャリティー・トンボ観察会。 中池見湿地は
25haの小さい面積ながら、多様な流水環境を持つため多くの種類
のトンボが見られるトンボの宝庫。もちろん、ほかの動植物種も多い。

で
あ
り
、
環
境
配
慮
が
求
め
ら
れ
る

こ
の
時
代
に
、
ほ
か
の
公
共
事
業
の

手
本
に
な
る
も
の
と
し
て
評
価
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
変
更
後
の

ル
ー
ト
で
も
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

内
を
通
る
の
で
、
完
全
回
避
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
湿
地
の
水
文
環
境
に
で

き
る
だ
け
影
響
を
与
え
な
い
工
法
の

検
討
を
十
分
行
う
こ
と
、
そ
し
て
環

境
影
響
を
長
期
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
、
適
切
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

中
池
見
湿
地
を
守
る
こ
と
は
、

世
界
の
保
護
地
域
を
守
る
こ
と

―
―
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
は
な
ぜ
中
池
見

The red line shows the registered area under 
the Ramsar Convention, and the Class Ⅱ
Special Zone of Echizen Kaga Quasi-National 
Park.

Nakaikemi-Shicchi

Nakaikemi-Shicchi is located in the east of Tsuruga City, which is the central part of 
Fukui Prefecture. The wetland is about 25ha-size, surrounded by mountains. Since 
its landscape, it is defined as a sac-like waste-filled valley according to topographical 
classification, and an approximately 40m deep peat sediments* is found, which 
represents a record of the nature for a hundred thousand years. This type of peat 
layer cannot be seen in other areas of the world, and is identified as an important 
field scientifically, where history of nature’s changes and climate change can be 
observed. The wetland and the surrounding mountains of total 87ha was registered 
as protected area under the Ramsar Convention* in July 2012. The area is also 
conserved as the Echizen-Kaga Kaigan Quasi-National Park in Japan.
＊ Peat sediments
This is made from undegraded 
plants. Usually,the depth of this 
sediments around 3-5m,however 
Nakaikemi-shicchi has 40m deep 
peat sediments.

Mt.Nakayama

Mt.Miyama

Mt.Tezutsu

Ushirodani valley

Unique worldwide, a hundred thousand year history of peat sediments

Visitor center

Mt.Miyama

Mt. Nakayama

Mt.Tezutsuyama

Miracle Wetland
the Ramsar sites "Nakaikemi-Shicchi"

＊ The Ramsar Convention
It is an intergovernmental treaty, the official name is ”The 
Convention on Wetlands of International Importance especially 
as Waterfowl Habitat.”  The aim of the treaty is the conservation 
and wise use of wetlands for not only waterbirds but also all 
aspects.

※「認可ルート」「アセスルート」については、3ページの図を参照

▲パンフレットは日本語版だけ
でなく、翻訳ボランティアさん
の協力で英語版も作成した。

「北陸新幹線が中池見を通る！」私たち
がこの情報をつかみ緊急発信してから、NACS-J をは
じめ JAWAN、日弁連など全国の 12 団体や、海外から
も見直しの働きかけをいただきました。おかげさまで
最悪のルートは変更され、うしろ谷周辺の消滅は回避
されましたが、工事が始まれば周辺の大規模改変、水
環境への影響は免れません。これからもモニタリング
体制を強化して調査を続けていきたいと思います。

　私たちは、2012年に中池見湿地で生物
調査を行いましたが、うしろ谷は中池見
の中でもトンボ類をはじめとする水生動
物が最も多様で、希少種も多く見られる場所でした。
昆虫だけでなく、魚類やそのほかの動物にとっても湿
地本体と外部を結ぶ通り道でもあり、生息場所でもあ
るため、今回のルート見直しは湿地全体の生物多様性
を守る上で重要な意味を持つものと思います。

今後も継続してモニタリングを
笹木智恵子（NPO法人 ウェットランド中池見）

平井規央（大阪府立大学大学院 准教授）

Voice

Voice

湿地環境の要・うしろ谷保護は大きな成果
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湿
地
の
保
全
に
こ
こ
ま
で
力
を
入
れ

て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
ひ
と
つ
は
、
中
池
見
湿
地
に
は

10
万
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
深
さ
40

ｍ
も
の
泥
炭
層
や
生
物
豊
か
な
自
然

環
境
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

泥
炭
層
の
厚
さ
に
は
海
外
の
研
究
者

も
驚
か
れ
て
い
て
、
英
語
で
紹
介
す

る
際「
え
っ
、40（
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
）？ 

14
（
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー
ン
）
で
し
ょ
？
」

と
度
々
聞
き
直
さ
れ
ま
し
た
。
生
物

種
の
多
さ
は
調
査
で
も
明
ら
か
で
す

が
、
現
地
で
は
生
き
も
の
の
気
配
が

本
当
に
濃
厚
に
感
じ
ら
れ
て
、
湿
地

に
響
き
渡
る
ヤ
マ
ア
カ
ガ
エ
ル
の
大

合
唱
を
聞
い
た
時
に
は
、
ま
る
で
包

み
込
ま
れ
る
よ
う
で
し
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
こ
が
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
保
護
地

域
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
保
護
地
域

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
開
発
計
画

が
進
行
し
て
し
ま
え
ば
、「
保
護
」

な
ど
名
ば
か
り
の
も
の
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
悪
し
き
前
例

と
な
り
ほ
か
の
保
護
地
域
の
開
発
に

つ
な
が
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る

の
で
す
。「
保
護
地
域
」
と
い
う
し

く
み
を
使
い
自
然
保
護
に
取
り
組
ん

で
き
た
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
と
し
て
は
、

そ
の
よ
う
な
事
態
は
絶
対
に
避
け
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

──14年度は2つの大きな国際的な活動がありました
が、どのような経緯で実現したのでしょうか？
　国際的な活動はルート問題が発覚してすぐ始め、国
際会議での問題周知や、IUCN（国際自然保護連合）
の理事でもある泥炭地の専門家を視察に呼び状況を伝
えるなどの活動をしてきていました。14年4月のラム
サール条約事務局長の視察については、14年3月、私
がスイスに出張した際にラムサール条約事務局を訪
ね、事務局長に中池見湿地の問題を伝え協力依頼した
ことが直接のきっかけです。その時、事務局長が近く
来日予定であることを聞き、視察実現に向けた作戦を
立てることができたのです。帰国後は、日本で翻訳ボ
ランティアさんの力も借りて中池見湿地や日本の保護
問題にかかわる制度の英語の資料作成を行いながら、

国内外の各方面に働きかけ、事務局長の
視察が実現。中池見湿地保全のアピール
につなげることができました。
　14年12月の中池見の国際シンポジウ

ムの企画も13年度末には始めてい
ました。国際シンポジウムでは誰
を呼ぶべきかが大きな課題です。
世界中の研究者の中からシンポジ
ウムの焦点に合わせ候補を絞るの
は大変でしたが、IUCNのアジアオ

フィスなどにも相談し、
紹介していただいたマー
セル氏は世界中の泥炭地
を訪れ把握している泥炭
地の研究者で、かつ保護
活動の先駆者でラムサール条約も熟知していると、今
回のテーマにピッタリの方でした。マーセル氏もIU 
CNの日本事務局を長年務めてきたNACS-Jからの依
頼ということですぐに応じてくれました。IUCN-Jの事
務局としての長年の蓄積があったからこそ今回の国
際的な動きがスムーズかつ的確にできたと思います。

──大変だったのはどんなことでしたか？
　日本の自然公園の制度やアセス制度といった保護地
域に関する制度を英語で紹介することですね。私なり
に正確に伝えても、制度自体が世界からすると論理的・
常識的に理解しがたいので、伝わった感触が得られな
いことが多々ありました。例えば、ラムサール条約登
録湿地は国が保護を約束した場所なのに、その開発許
可権限を国が持っていないというのは論理的に理解し
にくいし、アセス後にルートを100m以上ずらしても
法的には再アセスの義務がなく、住民意思も聞かれな
いというしくみも想像外だったようです。それでも、
海外の専門家はみんな中池見湿地の保全について親身
に耳を傾け助言してくださり、世界とのつながりの大
切さを実感しました。

―
―
日
本
中
の
保
護
地
域
の
将
来
に

か
か
わ
る
問
題
な
の
で
す
ね
。

　
え
え
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
の

保
護
地
域
の
あ
り
方
に
も
影
響
を
与

え
る
問
題
で
す
。
世
界
の
保
護
地
域

の
適
正
な
保
全
の
た
め
に
も
、
中
池

見
湿
地
の
状
況
は
今
後
も
注
視
し
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
回
の
問
題
を
通
じ
て
現

在
の
保
護
地
域
を
取
り
巻
く
制
度
上

の
問
題
点
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
例

え
ば
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

し
く
み
で
す
。
現
在
、
事
業
者
は
環

境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
後
に「
軽
微
」

な
計
画
変
更
が
で
き
ま
す
が
、
軽
微

か
ど
う
か
の
判
断
は
事
業
者
自
身
が

行
い
、
通
知
義
務
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
今
回
は
計
画
が
認
可
さ

れ
る
ま
で
事
業
者
以
外
は
、
行
政
も

地
元
関
係
者
も
、
誰
も
変
更
内
容
を

知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

す
。こ
れ
は
ア
セ
ス
制
度
の
欠
陥
で
、

保
護
と
開
発
に
か
か
わ
る
行
政
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
市
民
参

加
の
視
点
が
欠
け
て
い
る
証
拠
で

す
。
こ
れ
ら
の
問
題
点
の
改
善
も
日

本
全
国
の
自
然
保
護
に
と
て
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
す
か
ら
、
そ
の
改
善

の
た
め
の
活
動
も
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

道家哲平（エコシステムマネジメント室）

▶12月の国際シンポジ
ウムで力強く保護を求め
るマーセル氏。

※中池見湿地の自然環境の詳しい紹介や、これまでの活動経緯、北陸新幹線
ルート問題の概要、NACS-Jの要望書などの詳細は、NACS-Jウェブサイト

（http://www.nacsj.or.jp/katsudo/nakaikemi/）をご覧ください。

国際的なネットワークが大活躍！
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天
然
ス
ギ
の
伐
採
中
止
が
決
定

―
―
14
年
度
の
森
林
関
係
の
活
動
で

印
象
深
か
っ
た
も
の
は
何
で
す
か
？

　
森
林
関
係
は
群
馬
県
赤
谷
、
宮
崎

県
綾
、
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
な
ど
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
…
…
、
高
知
県

魚
梁
瀬
の
希
少
な
ス
ギ
天
然
林
を
維

持
保
全
す
る
た
め
、
伐
採
・
供
給
を

２
０
１
８
年
度
か
ら
休
止
す
る
方
針

が
決
ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
は
14
年
度
、
ヤ
ナ
セ
ス

ギ
天
然
林
の
管
理
に
関
す
る
検
討
会

に
委
員
と
し
て
参
加
し
、
ス
ギ
天
然

林
保
護
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
と
と

も
に
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
参
考

と
し
た
官
民
連
携
の
森
林
管
理
を
提

案
し
て
い
た
ん
で
す
。

　
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
は
別
名
「
土と

佐さ

杉す
ぎ

」

と
も
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
材
で
、
こ

れ
ま
で
は
利
用
一
辺
倒
で
し
た
。
そ

れ
が
伐
採
中
止
へ
方
針
を
変
え
た
の

は
大
き
な
決
断
で
す
。
天
然
林
の
管

理
者
で
あ
る
四
国
森
林
管
理
局
は
、

地
元
林
業
事
業
者
へ
の
配
慮
か
ら
18

年
度
か
ら
中
止
と
し
て
い
ま
す
が
、

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
と
し
て
は
過
剰
利
用

に
よ
り
、
す
で
に
危
機
に
瀕
し
て
い

る
天
然
ス
ギ
の
伐
採
は
早
急
に
中
止

し
、
地
元
住
民
と
連
携
し
地
元
の
知

恵
を
活
か
し
な
が
ら
、
人
工
林
利
用

に
切
り
替
え
る
べ
き
だ
と
し
て
今
も

要
望
を
続
け
て
い
ま
す
。

―
―
ヤ
ナ
セ
ス
ギ
の
天
然
林
は
ど
ん

な
森
で
す
か
？

　
江
戸
時
代
か
ら
大
径
木
が
抜
き
切

り
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、
特
定
の
樹

齢
に
偏
る
こ
と
が
多
い
一
般
的
な
森

と
異
な
り
、
高
木
か
ら
低
木
、
稚
樹
、

実
生
と
す
べ
て
の
成
長
段
階
の
ス
ギ

が
見
ら
れ
る
独
特
の
林
内
景
観
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
私
も
今
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
森
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
景
観
に
は
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、

比
較
的
高
標
高
域
で
見
ら
れ
る
ス
ギ

天
然
林
が
標
高
４
０
０
ｍ
と
い
う
低

さ
に
残
っ
て
い
る
の
も
珍
し
い
。
現

地
は
崩
れ
や
す
い
地
質
で
平
均
斜
度

45
度
と
い
う
急
傾
斜
地
が
続
き
、
年

間
降
雨
量
は
３
０
０
０
㎜
超
。
こ
の

厳
し
い
自
然
条
件
が
常
緑
広
葉
樹
の

侵
入
を
抑
え
た
結
果
、
ス
ギ
の
成
育

が
促
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
し
た
。
魚
梁
瀬
の
自
然
環
境
と
人

と
の
か
か
わ
り
合
い
で
つ
く
ら
れ
て

き
た
、
こ
こ
に
し
か
な
い
森
で
す
。

背
景
に
は
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
―
今
回
保
全
に
か
じ
を
切
っ
た
要

因
は
何
だ
っ
た
の
で
す
か
？

　
天
然
ス
ギ
の
枯
渇
が
目
前
に
迫
っ

て
き
た
こ
と
や
、
搬
出
コ
ス
ト
が
増

え
て
き
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
す

が
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ-

Ｊ
が
提
案
し
、
検

討
委
員
会
を
行
っ
て
き
た
長
野
県
・

岐
阜
県
に
ま
た
が
る
木
曽
の
ヒ
ノ
キ

自
然
林
が
、
13
年
度
に
伐
採
中
止
と

保
護
林
設
定
を
決
め
て
い
た
の
は
大

き
な
先
行
事
例
と
な
り
ま
し
た
。
伐

り
尽
く
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
今

あ
る
も
の
を
保
護
し
、
地
元
と
連
携

し
て
持
続
可
能
な
範
囲
で
の
利
用
の

あ
り
方
を
考
え
よ
う
と
い
う
潮
流
を

生
み
出
し
て
い
た
の
で
す
。
木
曽
ヒ

ノ
キ
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ

は
14
年
度
以
降
も
委
員
会
に
参
加

し
、
関
係
者
と
と
も
に
利
活
用
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
に
向
け
た
第
一
歩

が
、魚
梁
瀬
で
も
始
ま
っ
た
の
で
す
。

―
―
木
曽
で
の
取
り
組
み
が
、
今
回

の
決
定
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
ね
。

　
そ
う
で
す
ね
、
で
も
最
も
大
き
な

後
押
し
と
な
っ
た
の
は
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ

‐
Ｊ
が
長
年
進
め
て
き
た
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
で
す
。
木
曽

の
ヒ
ノ
キ
林
も
魚
梁
瀬
の
ス
ギ
林
も

国
有
林
な
の
で
、
管
理
者
は
当
然

「
国
」
に
な
り
ま
す
。
地
元
の
人
た

ち
は
、
国
か
ら
売
り
に
出
さ
れ
た
材

を
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た

が
、
森
林
の
管
理
計
画
の
策
定
に
参

加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
か
つ
て
は
赤
谷
で
も
同
じ
だ
っ

た
ん
で
す
。
地
元
の
森
の
約
７
割
を

朱
宮
丈
晴

（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
）

※ヤナセスギ天然林や木曽ヒノキ自然林に関する活動の詳細はNACS-Jウェブサイト
（http://www.nacsj.or.jp/katsudo/hogorin/）を、赤谷プロジェクトに関する活動の
詳細は（http://www.nacsj.or.jp/katsudo/akaya/）ご覧ください。

森
林
生
態
系
保
全
の
取
り
組
み

木
曽
・
魚や

な

せ

梁
瀬
に
も
展
開

なくなりそうな
自然を守る

　天然林といえば白神山地などのブナ林を思い浮
かべますが、日本の固有種であるスギやヒノキは人工林の主要
樹種なので、天然林でも貴重性にはなかなか実感がわきません。
しかし、NACS-Jの尽力もあり木曽や魚梁瀬の天然林の保護保
全が進展したことで、スギ・ヒノキ林も再評価されることでしょう。
また、完全に国税でまかなわれるようになった最近の国有林野
事業では国民の意見の反映が欠かせず、赤谷プロジェクトから
始まった市民との連携はもはや必然の流れとなっています。

スギ天然林の真価の見直しに
中岡 茂（一般財団法人 日本森林林業振興会）

Voice
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アタ
リ

占
め
る
国
有
林
の
管
理
に
つ
い
て
、

地
元
の
人
は
何
も
言
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
す
。
で
も
、
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
協
議
会
が
で

き
た
こ
と
で
、
赤
谷
で
は
日
本
で
初

め
て
地
元
住
民
が
国
と
と
と
も
に
国

有
林
の
管
理
を
検
討
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
地
元
の
人
が
地
元
の

森
を
考
え
る
。
こ
れ
は
地
域
づ
く
り

な
ど
を
考
え
て
い
く
上
で
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
魚
梁
瀬
で

は
天
然
ス
ギ
の
供
給
が
止
ま
る
代
わ

り
に
、
人
工
林
の
ス
ギ
の
大
木
を
代

替
の
優
良
材
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

し
、
認
知
度
ア
ッ
プ
の
た
め
に
官
民

連
携
で
取
り
組
も
う
と
い
う
計
画
で

す
が
、
こ
の
よ
う
に
国
有
林
が
民
有

林
や
地
元
と
連
携
す
る
体
制
も
、
赤

谷
で
先
行
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た

も
の
で
す
。
木
曽
や
魚
梁
瀬
で
も
、

今
後
は
国
単
独
の
管
理
で
は
な
く
、

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
地
元

と
連
携
し
、
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
や
生

物
多
様
性
保
全
の
観
点
か
ら
の
調
査

や
管
理
手
法
の
検
討
、
林
業
家
の
育

成
な
ど
も
進
め
て
行
け
る
よ
う
、
提

案
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市

民
と
連
携
し
た
国
有
林
の
管
理
と
い

う
赤
谷
モ
デ
ル
を
各
地
に
広
め
ら
れ

る
よ
う
、活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　群馬県の赤谷プロジェクトでは14年9月から、人工
林を伐採しイヌワシの狩場をつくり出す「イヌワシの
狩場創出試験」の伐採前調査を始めています。皆様か
らいただいた寄付金で、約２haの試験地のイヌワシの
利用状況を把握する無人ビデオ撮影システムが導入で
きました。このシステムで得られる連続的な観察デー
タは、今後の試験内容の検討や評価の大きな指針とな
ります。ご支援ありがとうございます。ほかにも、セ
ンサーカメラを利用したイヌワシの獲物となる動物
（ノウサギ、ヤマドリなど）の生息状況や現状植
生の調査などを行っています。
　赤谷の森は、日本で最も先進的な森林管理が官

民連携で行われている森です。今後
も、全国の森づくりのお手本となる
ような、森と人とのかかわりで豊か
な生物多様性をはぐくむ森づくりの
モデル構築を目指していきます。ご支

援よろしくお願いします！
（出島誠一・エコシステムマネジメント室）

▲赤谷プロジェクトでは、より多くの一般市民を森づくりに巻き込むための
情報発信拠点「森の恵みと学びの家」を14年度からスタート。親子を
対象に、赤谷の森の材でつくったカスタネットを使ったワークショップ「森
のめぐみの音さんぽ♪」を開催した。

▲木曽ヒノキ自然林の修復地域とした過去の伐採地。NACS-Jも検討委
員会に参加している木曽では13年度末、貴重なヒノキ自然林を保存し、
植物群落・生物群集として復元し、持続的に利用できる状態に戻すため
「森林生物多様性復元地域」という新しい森林保護区の設置を決定した。

▲高知県北東部のみに分布する四国唯一のスギ天然林であるヤナセ
スギ天然林。この森は、スギのほかにトガサワラ、ヒノキ、コウヤマキ、
ツガ、モミといった種の起源が古い第三紀系の樹種といわれる植物が
多く見られる「温帯性針葉樹林」で、このタイプの森は世界的にも珍
しく、日本では鹿児島県屋久島や新潟県佐渡島などごく限られた地域
にしか残っていない。日本の自然史を記録した貴重な森である。

赤谷ではイヌワシ狩場創出試験開始！
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―
―
２
０
１
３
年
12
月
に
仲な
か

井い

眞ま

前

沖
縄
県
知
事
が
辺
野
古
埋
め
立
て
を

承
認
し
て
か
ら
、
情
勢
が
め
ま
ぐ
る

し
く
変
わ
っ
た
一
年
で
し
た
ね
。

　
そ
う
で
す
ね
、
今
も
刻
々
と
状
況

が
変
化
し
て
い
ま
す
し
…
…
、
色
々

あ
り
す
ぎ
て
、
も
う
一
年
前
の
こ
と

が
思
い
出
せ
な
い
く
ら
い
で
す（
笑
）

―
―
14
年
度
の
注
目
の
活
動
と
い
え

ば
何
で
し
ょ
う
か
？

　
９
月
に
ケ
ネ
デ
ィ
駐
日
米
国
大
使

へ
書
簡
を
送
り
、
そ
れ
に
伴
い
開
催

し
た
外
国
人
特
派
員
協
会
で
の
記
者

会
見
で
す
ね
。
国
内
外
の
マ
ス
コ
ミ

の
認
知
度
ア
ッ
プ
を
狙
っ
た
も
の
で

し
た
が
、
海
外
の
マ
ス
コ
ミ
に
注
目

し
て
も
ら
っ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
の

会
見
資
料
に
基
づ
く
記
事
が
世
界
的

に
権
威
あ
る
科
学
雑
誌
『
サ
イ
エ
ン

ス
』
に
掲
載
さ
れ
た
ん
で
す
。『
サ

イ
エ
ン
ス
』に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、

地
元
の
方
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
き

た
長
年
の
調
査
結
果
と
、
そ
れ
に
基

づ
く
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
の
指
摘
の
科
学

的
正
当
性
・
重
要
性
が
世
界
的
に
認

め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
う
れ

し
か
っ
た
で
す
し
、
そ
の
後
の
活
動

の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
知
見
を
覆
す 

ジ
ュ
ゴ
ン
の
行
動
記
録
を
発
見

―
―
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
も
注
目
し
た

会
見
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
で
す
か
？

　
14
年
５
月
か
ら
７
月
中
旬
ま
で
に

辺
野
古
大
浦
湾
の
埋
め
立
て
予
定
地

直
近
で
確
認
さ
れ
た
、
１
５
０
本
以

上
の
絶
滅
危
惧
種
ジ
ュ
ゴ
ン
の
食
み

跡
の
記
録
で
す
。
こ
れ
ま
で
大
浦
湾

周
辺
で
は
１
回
の
調
査
で
数
十
本
程

度
の
食
み
跡
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な

か
っ
た
た
め
、
大
浦
湾
の
海
草
藻
場

の
重
要
性
は
低
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

し
た
。し
か
し
、今
回
の
記
録
は
ジ
ュ

ゴ
ン
が
頻
繁
に
餌
場
に
使
っ
て
い
た

こ
と
を
示
す
証
拠
と
な
り
、
よ
り
詳

し
い
長
期
的
な
調
査
の
必
要
性
を
示

し
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
新
事
実
を

踏
ま
え
、
書
簡
で
ケ
ネ
デ
ィ
駐
日
米

国
大
使
に
埋
め
立
て
予
定
地
で
の
調

査
の
た
め
、
臨
時
制
限
区
域
内
へ
の

立
ち
入
り
を
求
め
た
わ
け
で
す
。

―
―
大
使
か
ら
の
お
返
事
は
？

　
あ
り
ま
せ
ん
。
大
使
に
書
簡
を
送

る
前
、
私
た
ち
は
在
日
米
軍
に
調
査

沖
縄
や
東
北
か
ら
沿
岸
生
態
系
の

重
要
性
を
世
界
に
発
信

の
た
め
の
立
ち
入
り
申
請
を
し
た
の

で
す
が
拒
否
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
。

本
来
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
予
測

と
大
き
く
異
な
る
事
実
が
明
ら
か
に

な
っ
た
場
合
は
追
加
調
査
を
実
施
し

環
境
保
全
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
調
査
の
た
め
の
立
ち
入
り
を

認
め
る
べ
き
で
す
し
、
在
日
米
軍
と

し
て
も
世
界
的
に
希
少
な
生
物
へ
の

対
応
を
自
国
の
基
準
に
照
ら
し
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ

の
点
に
つ
い
て
再
考
を
求
め
書
簡
を

送
っ
た
の
で
す
が
、
返
事
が
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
す
ね
。
制
限
区
域
内

の
調
査
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
15
年
４

月
と
5
月
に
は
大
浦
湾
の
制
限
区
域

外
に
再
び
食
み
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
地
元
団
体
と
協
力
し
、
こ
ち
ら

の
調
査
は
続
け
て
い
き
ま
す
。

―
―
７
月
に
は
、
辺
野
古
沖
に
あ
る

長
島
の
洞
窟
に
日
本
初
の
サ
ン
ゴ
の

か
け
ら
が
付
着
し
て
で
き
た
鍾
乳
石

が
あ
る
こ
と
を
公
表
し
ま
し
た
ね
。

長
島
は
臨
時
制
限
区
域
外
で
す
が
、

こ
ち
ら
の
調
査
は
ど
う
で
す
か
？

　
残
念
な
が
ら
で
き
て
ま
せ
ん
。
現

在
長
島
は
沖
縄
防
衛
局
の
管
理
下
に

あ
り
、
再
三
調
査
を
申
請
し
て
い
る

の
で
す
が
「
調
整
中
」
と
い
う
回
答

ば
か
り
で
す
。
鍾
乳
石
は
地
域
の
自

▲14年5月に辺野古沖の海草藻場
で確認された絶滅危惧種ジュゴンの
食み跡。（写真：北限のジュゴン調
査チーム・ザン）

安
部
真
理
子

（
保
護
室
）

▲辺野古の埋め立て用に搬出されると見られる、奄美大
島の採石地近くの海岸に積み上げられた岩ズリ（詳細24
ページ）。辺野古埋め立ては、土砂採取地の自然環境も
破壊する広域的な問題となっている。（写真：原井一郎）

※辺野古大浦湾に関する活動の詳細はNACS-Jウェブサイト（http://www.nacsj.
or.jp/katsudo/henoko/）を、そのほかの地域の海辺・干潟・湿地環境の保全に
関する活動の詳細は（http://www.nacsj.or.jp/katsudo/wetland/）ご覧ください。

なくなりそうな
自然を守る

14年９月の外国人特派
員協会での記者会見。

▲絶滅危惧種ジ
ュゴン（鳥羽水
族館にて撮影）
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然
史
を
解
明
す
る
貴
重
な
資
料
で
す

し
、
洞
窟
に
は
固
有
種
が
生
息
し
て

い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も

調
査
申
請
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

―
―
環
境
に
関
す
る
新
事
実
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
事

業
者
は
再
検
討
し
な
い
の
で
す
か
？

　
事
業
者
で
あ
る
沖
縄
防
衛
局
は
、

埋
め
立
て
承
認
後
に
環
境
監
視
等
委

員
会
を
設
置
し
検
討
し
て
は
い
ま
す

が
、
十
分
な
情
報
を
も
と
に
議
論
さ

れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
現
地

の
状
況
は
日
々
変
化
し
て
い
ま
す

が
、
委
員
に
は
現
地
を
詳
し
く
知
る

人
が
少
な
く
、
現
地
視
察
す
ら
ま
だ

行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
今
、
実

際
に
現
地
の
海
中
を
継
続
的
に
調
査

し
て
い
る
の
は
、
事
業
者
以
外
で
は

も
は
や
地
元
の
方
々
と
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐

Ｊ
だ
け
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
大
規
模

事
業
な
の
に
、
環
境
面
の
検
討
が
不

十
分
な
ま
ま
進
む
な
ど
あ
り
え
ま
せ

ん
。
現
地
調
査
で
得
ら
れ
た
科
学
的

な
デ
ー
タ
か
ら
問
題
点
を
指
摘
す
る

の
は
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
の
活
動
の
原
点

で
す
。
今
そ
れ
が
で
き
る
は
日
本
で

私
た
ち
し
か
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、止
ま
っ
て
い
ら
れ
な
い
の
で
す
。

―
―
沖
縄
で
は
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な

活
動
が
あ
り
ま
し
た
か
？

　
辺
野
古
埋
め
立
て
と
同
様
に
、
サ

ン
ゴ
礁
生
態
系
に
大
打
撃
を
与
え
る

那
覇
空
港
滑
走
路
増
設
事
業
に
埋
め

立
て
見
直
し
の
要
望
書
な
ど
を
提
出

し
た
ほ
か
、
埋
め
立
て
が
進
む
泡
瀬

干
潟
で
は
サ
ン
ゴ
群
集
や
藻
場
調
査

を
続
け
、
嘉
陽
海
岸
で
も
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
護
岸
完
成
後
の
砂
浜
調
査
な

ど
を
市
民
参
加
で
続
け
て
い
ま
す
。

問
題
の
根
本
は
、
遅
れ
す
ぎ
の

海
に
関
す
る
日
本
の
制
度

―
―
沿
岸
関
係
で
は
東
北
の
巨
大
防

潮
堤
建
設
問
題
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　
は
い
、
東
北
各
地
で
進
む
巨
大
防

潮
堤
建
設
は
、
海
と
陸
、
海
と
人
の

つ
な
が
り
を
分
断
し
て
し
ま
う
重
大

な
問
題
で
す
。
宮
城
県
気
仙
沼
市
の

小
泉
海
岸
で
は
市
民
か
ら
疑
問
の
声

が
上
が
る
中
、
高
さ
14
・
７
ｍ
も
の

巨
大
防
潮
堤
建
設
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
は
こ
の
小
泉
海

岸
で
植
生
や
地
形
を
調
査
す
る
と
と

も
に
、
市
民
参
加
で
生
物
調
査
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
を
元
に
再
検
討
を

求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

―
―
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
や
、
ク
ロ
マ
グ

ロ
が
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に

掲
載
さ
れ
た
の
も
14
年
で
し
た
。

　
あ
れ
は
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り

ま
し
た
ね
。
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
漁
業
資

源
を
守
る
た
め
に
も
、
こ
れ
以
上
の

開
発
を
止
め
る
た
め
に
も
、
海
域
生

態
系
を
保
全
す
る
『
海
洋
保
護
区
』

の
設
置
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
の
海
洋
保
護
区
拡
充
の

た
め
に
、
生
物
多
様
性
条
約
12
回
締

約
国
会
議
や
ア
ジ
ア
国
立
公
園
会
議

な
ど
の
国
際
会
議
の
場
で
サ
イ
ド
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
宝
石
サ
ン
ゴ
の
盗
掘
問
題

な
ど
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
ん

な
に
問
題
が
続
出
す
る
根
本
的
な
原

因
は
、
日
本
の
海
に
関
す
る
制
度
づ

く
り
が
世
界
と
比
べ
て
遅
れ
て
い
る

こ
と
な
ん
で
す
。
14
年
の
海
岸
法
の

改
正
で
さ
さ
や
か
な
前
進
は
あ
り
ま

し
た
が
、そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
で
す
。

海
の
中
は
普
段
目
に
見
え
な
い
の

で
、
ど
う
し
て
も
一
般
の
方
の
関
心

が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
課

題
で
す
。
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
で
は
海
を

知
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

い
ま
す
し
、
15
年
度
は
「
自
然
し
ら

べ
」で
砂
浜
観
察
を
呼
び
か
け
ま
す
。

今
は
と
に
か
く
、
ひ
と
り
で
も
多
く

の
人
に
海
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
し
て
そ
の
想
い
を
、
海
域

保
全
の
し
く
み
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲14年9月、巨大防潮堤建設計画が進む宮城県気仙沼市の小泉
海岸で、市民参加型の生物調査を実施。植生や地形調査も行い、
調査結果をもとに建設計画の再検討を求める要望書を提出した。
（写真：有川美紀子）

（3～9ページインタビュー・まとめ／増沢有葉･編集室）

▲15年１月にNACS-Jが大浦湾で調査した際はサンゴ礁の状態も水質も良
好だったが、その後2月にはダイビングチーム・レインボーの調査により、沖
縄防衛局が大浦湾に投下したコンクリートブロックがサンゴを押しつぶし傷つ
けている現状が発見・確認された。（写真：ダイビングチーム・レインボー）

9　自然保護　JUL. / AUG. 2015 No.546



国
の
希
少
種
保
護
、

外
来
種
対
策
に
政
策
提
言

　
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
種
を
保
全

す
る
た
め
「
種
の
保
存
法
」
に
指

定
す
る
国
内
の
希
少
野
生
動
植
物

種
を
、
国
民
か
ら
提
案
で
き
る
画

期
的
な
市
民
提
案
制
度
が
14
年
９

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制

度
は
、
13
年
の
同
法
の
改
正
の
際

に
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
を
は
じ
め
と
し

た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
提
案
・
働
き
か
け
に

よ
っ
て
、「
２
０
２
０
年
ま
で
に

３
０
０
種
新
規
指
定
」
な
ど
の
目

標
と
と
も
に
実
現
し
た
も
の
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
検
討

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
種
も
指
定
候

補
に
な
る
こ
と
や
、
捕
獲
規
制
な

ど
に
よ
る
既
存
の
保
全
活
動
の
強

化
が
期
待
で
き
ま
す
。
一
方
、
こ

の
制
度
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
十

分
に
周
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
は
、
制

度
の
意
義
や
提
案
書
作
成

の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
、

会
報
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
公
表
し
、
多
く
の
方
々

が
こ
の
制
度
を
活
用
し
、

現
場
の
保
全
活
動
に
活
か

せ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
の
希
少
種
を
含
む

生
態
系
へ
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る

外
来
種
の
対
策
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
、「
外
来
種
被
害
防
止
行

動
計
画
（
案
）」
に
対
し
、
外
来

種
拡
散
の
原
因
と
な
る
土
砂
移
動

の
原
則
禁
止
な
ど
を
求
め
た
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
３
０
０
種
新
規
指
定
な
ど
の
意

欲
的
な
目
標
を
達
成
し
、
動
植
物

を
絶
滅
の
危
機
か
ら
救
う
た
め
に

は
従
来
と
は
違
う
新
し
い
し
く
み

づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。中
で
も
、

種
の
保
存
法
の
抜
本
的
な
改
正

（
科
学
委
員
会
の
設
置
・
保
全
事

業
の
大
幅
な
拡
充
）
と
、
市
民
の

方
々
が
主
体
と
な
っ
た
保
全
体
制

の
強
化
が
急
務
で
す
。
今
後
は
２

年
後
の
法
改
正
に
向
け
た
運
動
を

進
め
る
と
と
も
に
、「
市
民
が
取

り
組
め
る
絶
滅
危
惧
種
保
全
回
復

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
つ
く
り
、
皆
さ

ん
が
地
域
の
関
係
者
と
と
も
に
効

果
的
な
保
全
計
画
を
つ
く
る
こ
と

を
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

リ
ニ
ア
計
画
の
問
題
点
を
指
摘

　
原
子
力
発
電
を
早
急
に
廃
止

し
、
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
は
急

務
で
す
。
し
か
し
自
然
環
境
と
調

和
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
が
存
在
す
る
こ
と

も
事
実
で
す
。
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
の
対
策
が
、
生
物
多
様
性

へ
の
第
１
の
危
機
に
な
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財

団
主
催
の
勉
強
会
に
参
画
し
、
日

本
の
自
然
の
希
少
性
や
生
態
系
保

全
の
重
要
性
に
つ
い
て
強
く
訴
え

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
よ
り
生
物

多
様
性
保
全
が
損
な
わ
れ
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今
後
も
、日
本
の
自
然
に
あ
っ

た
規
模
や
場
所
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
環

境
省
や
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
近
年
ま
れ
に
み
る
大
規
模

開
発
で
あ
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

計
画
に
つ
い
て
は
、
環
境
影
響
評

価
の
手
続
き
上
の
問
題
点
や
住
民

参
加
、
合
意
形
成
な
ど
に
大
き
な

問
題
を
抱
え
た
ま
ま
事
業
実
施
の

認
可
が
下
り
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
国
土
交
通
省
や

環
境
省
を
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
て
の
院
内
集
会

を
３
回
開
催
し
、
抗
議
と
問
題
点

の
指
摘
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
件

は
マ
ス
コ
ミ
に
も
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画
は

夢
の
技
術
で
あ
る
よ
う
に
受
け
止

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
が
減

少
す
る
将
来
に
本
当
に
必
要
な
も

の
な
の
か
も
含
め
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
の
場
を
通
じ
て
広
く
訴
え
て

い
き
ま
す
。

▲ NACS-Jでも国内希少野生動植物種の提案を行い5種が受理さ
れた。15年度に指定の有無が決定。ジュゴンや宝石サンゴのアカ
サンゴなどは受理されたが、「造礁サンゴ」と複数種まとめて申請し
たものは「種ごとに申請しないとダメ」との理由で受理されず再提出。
皆 様が提 案する際はご注 意を。 提 案 書 作 成のポイントはNA 
CS-Jウェブサイト（http://www.nacsj.or.jp/katsudo/wildlife/ 
2014/10/post-11 .html）にまとめています。ぜひご覧ください！

▲滝上地熱発電所（大分県）。北海道の大
雪山国立公園をはじめ、各地の国立公園内
で地域の自然保護と合意形成に課題を残し
たまま地熱発電建設計画が進められている。

藤田 卓
（エコマネジメント室）

辻村千尋
（保護室）

なくなりそうな
自然を守る
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各
地
の
生
物
多
様
性

地
域
戦
略
づ
く
り
を
応
援

　
里
や
ま
の
全
国
的
な
自
然
環
境

の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
各
地
の
市
民
調
査
員
と
と
も

に
実
施
し
て
い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

サ
イ
ト
１
０
０
０
里
地
調
査
で

は
、
14
年
に
今
ま
で
の
調
査
結
果

を
ま
と
め
た
「
第
２
期
と
り
ま
と

め
報
告
書
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
、
わ
ず
か
５
年
程
度

の
調
査
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
在

来
植
物
・
鳥
類
・
チ
ョ
ウ
類
の
種

数
な
ど
生
物
多
様
性
の
状
況
を
表

す
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
で
全
国
的
な

減
少
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
草
原
の
指
標
で
あ
る
カ
ヤ

ネ
ズ
ミ
が
全
国
15
サ
イ
ト
中
５
サ

イ
ト
で
生
息
面
積
が
大
き
く
減
少

し
、
３
サ
イ
ト
で
は
開
発
行
為
に

よ
っ
て
生
息
地
の
破
壊
が
起
き
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
な
ど
が
生
息
す
る

草
原
は
こ
の
半
世
紀
で
最
も
減
少

し
た
環
境
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
こ

で
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
は
、
カ
ヤ
ネ
ズ

ミ
を
切
り
口
に
草
原
環
境
の
現
状

や
保
全
活
動
の
重
要
性
を
広
く
一

般
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

14
年
７
月
に
多
摩
動
物
公
園
と
全

国
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
協
同
し
企
画
展
を
実
施
し
ま
し

た
。
会
場
に
は
自
然
保
護
活
動
へ

の
関
心
層
だ
け
で
は
な
く
動
物
園

に
来
園
し
た
親
子
な
ど
多
く
の
方

に
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
地
の
草
原
の
保
全
活

動
の
様
子
を
伝
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
も
同
月
19
日
に
開
催
し
、

１
０
０
名
以
上
の
参
加
者
と
カ
ヤ

ネ
ズ
ミ
や
草
原
を
守
る
た
め
に
何

が
で
き
る
か
考
え
ま
し
た
。
今
後

も
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
で
は
市
民
調
査

を
通
し
て
現
状
を
明
ら
か
に
し
な

が
ら
、
草
原
の
保
全
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
生
息
地
の
減
少
を

全
国
市
民
調
査
か
ら
把
握

　
２
０
１
０
年
か
ら
始
め
た
「
生

物
多
様
性
の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、
全
国
数
カ
所
の
モ
デ
ル
地

区
で
実
際
に
生
物
多
様
性
地
域
戦

略
の
策
定
を
支
援
し
、
地
域
の
自

然
の
価
値
を
再
発
見
し
発
信
す
る

取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

14
年
度
は
、 

神
奈
川
県
や
宮
崎
県

綾
町
、
千
葉
県
流
山
市
の
生
物
多

様
性
地
域
戦
略
や
、
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
湿
地
中
池
見
の
保
全
活
用
計

画
の
策
定
・
実
行
の
支
援
を
進
め

ま
し
た
。
綾
町
で
は
、
湿
地
の
再

生
活
動
や
里
や
ま
の
生
物
相
調
査

に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
全
町
民
に

調
査
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
大
切

な
場
所
を
明
ら
か
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
浮
か
び
上
が
っ
た
重
要

▲綾町の生物多様性地域戦略
「いのち豊かな綾をめざして」。
NACS-Jが地元とともに進めて
きた綾の照葉樹林プロジェクト
や綾ユネスコエコパークなどの
取り組みも反映されている。

◀東京都あきる野市のカヤ原に暮らしていたカヤネズ
ミ。 撮影地のカヤ原は開発によりすでに消失した。
モニタリングサイト１０００里地調査でも全国各地で生
息地が減少していることが示された。（写真：辻 淑子）

高川晋一
（市民活動推進室）

後藤なな
（市民活動推進室）

地
域
８
カ
所
そ
れ
ぞ
れ
の
保
全
行

動
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
地
域
戦
略

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

千
葉
県
流
山
市
で
は
、
複
数
の
市

民
団
体
と
協
力
し
て
市
内
の
重
要

地
域
を
明
ら
か
と
し
た
「
暮
ら
し

と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
マ
ッ
プ
」
を

作
成
し
、
こ
の
冊
子
を
使
っ
て
一

般
市
民
と
重
要
地
域
を
巡
り
歩
く

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
地
域
戦
略
の

一
環
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
は
こ
の
５
年
間
、

地
域
戦
略
の
手
引
き
・
事
例
集
の

作
成
や
各
地
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
、
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う

な
各
地
の
戦
略
づ
く
り
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
多
く
の
優

良
事
例
が
生
ま
れ
、
ま
た
地
域
戦

略
が
単
な
る
保
全
計
画
で
は
な
く

地
域
の
魅
力
を
市
民
と
と
も
に
再

発
見
し
活
用
す
る
た
め
の
手
立
て

と
し
て
全
国
各
地
で
作
成
が
進
む

な
ど
、
私
た
ち
の
活
動
の
波
及
効

果
が
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

守った自然を
もっとよくする
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◉自然しらべ「砂浜ビンゴ」
同封のマニュアルで観察ポイントを紹
介しています。砂浜の景色や生きもの
たちを観察してみてください！
調査期間：7月1日～8月31日
詳 細：http://www.nacsj.or.jp/
project/ss_top.html

2015年度もぜひご参加ください！

◉わたしの自然観察路コンクール
あなたのステキな観察路、地図にして
みんなに伝えませんか。
募集期間：６月1日～９月30日
詳 細：http://kansatsuro.nacsj.
or.jp/

自
然
観
察
指
導
員
講
習
会

５
０
０
回
を
達
成

全
国
の
親
子
や
企
業
と

各
地
で
自
然
観
察
を
実
践

　
地
域
に
根
ざ
し
た
自
然
観
察
会

を
通
し
て
、
自
然
を
大
切
に
す
る

仲
間
を
増
や
す
自
然
観
察
指
導
員

を
増
や
そ
う
と
１
９
７
８
年
か
ら

開
催
し
て
き
た
自
然
観
察
指
導
員

講
習
会
。
14
年
度
は
自
然
観
察
指

導
員
連
絡
会
・
都
道
府
県
・
市
町

村
・
企
業
・
専
門
学
校
・
大
学
な

ど
と
共
催
で
15
回
開
催
し
、
前
年

よ
り
71
名
多
い
７
４
３
名
の
自
然

観
察
指
導
員
が
新
た
に
誕
生
し
ま

し
た
。
講
習
会
の
開
催
数
は
節
目

と
な
る
５
０
０
回
を
迎
え
、
こ
れ

ま
で
に
指
導
員
に
登
録
し
た
人
の

数
は
２
万
８
０
０
０
人
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
13
年
度
か
ら
本
格

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
１
泊
２
日

で
の
講
習
会
開
催
に
よ
っ
て
若
い

世
代
の
参
加
者
が
増
え
、
２
泊
３

日
で
開
催
し
て
い
た
12
年
度
に
比

べ
て
、
20
代
の
参
加
者
が
約
２
倍

に
な
り
ま
し
た
。

　
指
導
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機

会
と
し
て
、
か
ら
だ
の
不
自
由
な

方
と
と
も
に
五
感
を
使
っ
て
自
然

を
感
じ
取
る
「
ネ
イ
チ
ュ
ア
・

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
」
と
「
ト
ン
ボ
を

テ
ー
マ
に
生
物
多
様
性
を
伝
え
る

観
察
会
を
し
よ
う
！
」
の
研
修
会

や
、
観
察
会
に
役
立
つ
生
態
学
と

絵
本
の
活
用
方
法
を
学
ぶ
セ
ミ

ナ
ー
「
観
察
会
の
道
具
箱
」
を
開

催
し
、
１
０
３
名
の
方
が
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
自
然
観
察
指
導
員
連

絡
会
と
一
緒
に
地
域
の
自
然
の
理

解
を
深
め
る
研
修
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
試
行
や
、「
全
国
一
斉
自
然
か

ん
さ
つ
会
」
と
し

て
ま
だ
自
然
観
察

会
を
始
め
て
い
な

い
指
導
員
向
け
に

「
に
お
い
で
は
じ

め
る
自
然
観
察

会
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
も
指
導

員
の
仲
間
づ
く
り

と
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
や
活
動
機
会
提

供
の
た
め
に
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

　
全
国
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
日
本

の
自
然
の
健
康
診
断
を
す
る
「
自

然
し
ら
べ
」。
14
年
度
は
各
地
で

減
少
す
る
赤
と
ん
ぼ
を
テ
ー
マ
に

実
施
し
、
延
べ
２
６
５
６
名
の
参

加
者
か
ら
、
延
べ
１
４
２
１
カ
所

の
観
察
地
点
で
の
観
察
記
録

２
１
６
９
件
を
、「
赤
と
ん
ぼ
に

も
い
ろ
い
ろ
な
種
が
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
と
と

も
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
13
年
度
「
日
本
の
カ
メ

さ
が
し
！
」
の
結
果
を
も
と
に
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ど
う
す
る
!? 

ミ
ド
リ
ガ
メ
」
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
態
工

房
と
共
催
で
行
い
、
規
制
の
あ
り

方
や
ペ
ッ
ト
飼
育
の
今
後
、
防
除

の
進
め
方
な
ど
を
約
１
０
０
名
が

参
加
す
る
中
、
議
論
し
ま
し
た
。

「
自
然
観
察
路
コ
ン
ク
ー
ル
」
で

は
、
例
年
に
比
べ
中
学
・
高
校
か

ら
の
応
募
数
が
約
３
倍
近
く
に
増

え
、計
８
５
３
点
の
応
募
が
あ
り
、

地
域
の
自
然
を
表
現
し
た
作
品
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
近
年
企
業
で
も
生
物
多
様
性
保

全
へ
の
貢
献
意
識
が
高
ま
り
、
Ｎ

Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
企

画
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
14
年
度

は
企
業
９
社
と
連
携
し
、
社
員
や

一
般
親
子
向
け
の
観
察
会
や
ネ
イ

チ
ャ
ー
ツ
ア
ー
を
企
画
・
実
施
し
、

延
べ
３
５
８
名（
前
年
２
９
４
名
）

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
企
業
緑

地
の
自
然
を
地
元
小
学
生
に
紹
介

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
づ
く
り
に
も

協
力
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
生
物

多
様
性
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
企

業
と
の
連
携
を
深
め
、
子
ど
も
や

家
族
層
を
対
象
に
さ
ま
ざ
ま
な
参

加
の
場
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

◀「森で遊ぼう！ 親と子
の環境教室」（ノエビアグ
リーン財団主催）に協力

大野正人
（普及室）

福田博一
（市民活動推進室）

自然を楽しむ
ことを力にする

◀第500回講習会。指導員
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愛
知
タ
ー
ゲ
ッ
ト
推
進
に
向
け
た

世
界
イ
ベ
ン
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

◀NACS-Jがプロデュースを担 当した、
COP12でのサイドイベント「国連生物多様
性の10年の日ー UNDB DAY」。愛知ター
ゲット達成に向け世界の流れを変えようとの
思いで企画に奔走した。（写真： 川延昌弘）

イヌワシ、日本酒と風土、世界遺産など、自
然にまつわる多様なテーマで開催しているN
カレこと「NACS-J市民カレッジ」。14年度
は計13のテーマで23回開催し、参加者数は
延べ744名となりました。NカレはNACS-J
に集う各分野のスペシャリストが講師を務め
るオープンカレッジ。NACS-Jが注目する日

本の自然の魅力や、保護の問題を
参加者の皆様と共有し、ともによ
り良い未来のあり方を考える貴重
な機会となっています。会報やウ
ェブマガジン、ウェブサイト、

Facebookなどでも情報発信
中。皆様とともに活動の輪
を広げていけるよう、今後
も多様な情報発信を続け、
自然保護の普及広報に取
り組んでいきます！

（岩橋大悟・経営企画部）

活
動
の
輪
を
広
げ
る

日
本
自
然
保
護
大
賞
創
設

　
２
０
１
４
年
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ

は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
す
べ
て

の
個
人
と
団
体
、
企
業
、
自
治
体
、

学
校
な
ど
幅
広
い
層
を
対
象
に
自

然
保
護
と
生
物
多
様
性
に
貢
献
す

る
取
り
組
み
を
顕
彰
す
る
「
日
本

自
然
保
護
大
賞
」
を
創
設
し
ま
し

た
。
１
年
目
と
な
る
14
年
度
は
全

国
か
ら
１
１
２
件
の
応
募
を
い
た

だ
き
、
全
６
部
門
の
大
賞
と
特
別

賞
と
し
て
沼
田
眞
賞
の
授
賞
者
を

選
考
委
員
会
の
満
場
一
致
で
決

定
、
３
月
８
日
に
授
賞
式
・
活
動

発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
ど

も
・
学
生
部
門
の
村
田
結
菜
さ
ん

を
は
じ
め
授
賞
者
の
皆
様
の
活
動

は
新
聞
や
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

複
数
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
、反
響
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

受
賞
を
き
っ
か
け
に
取
り
組
み
が

全
国
の
皆
さ
ん
の
目
に
触
れ
る
こ

と
で
、
日
本
の
自
然
保
護
と
生
物

多
様
性
保
全
に
さ
ら
に
は
ず
み
が

つ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

道家哲平
（エコシステムマネジメント室）

高津紅実
（管理室）

　
２
０
１
０
年
に
生
物
多
様
性
条

約
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

10
）
が
行
わ
れ
て
か
ら
４
年
目
に

あ
た
る
14
年
度
は
、
愛
知
タ
ー

ゲ
ッ
ト
達
成
に
向
け
た
活
動
や
、

国
連
生
物
多
様
性
の
10
年
（
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ｂ
）
の
推
進
に
関
す
る
中
間
評

価
が
世
界
で
も
、
日
本
で
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
世
界
の
進
捗
状
況
の

評
価
は
一
言
で
表
す
と
「
良
い
成

果
は
生
ま
れ
て
い
る
が
、不
十
分
」

と
い
う
も
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

愛
知
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
約
９
割
が
達

成
に
至
ら
な
い
と
い
う
厳
し
い
現

状
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
、

日
本
の
環
境
省
と
生
物
多
様
性
条

約
事
務
局
は
10
月
に
韓
国
で
行
わ

れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
12
で
「
国
連
生
物
多

様
性
の
10
年
の
日
」
と
い
う
一
日

が
け
の
国
際
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し

ま
し
た
が
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
は
こ

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
担
い
、企
画
・

渉
外
・
運
営
の
全
体
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
際
に
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｂ
の
推

進
強
化
策
を
国
際
間
で
検
討
す
る

場
を
設
け
、
各
国
の
情
報
を
収
集

す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
事
例
を

多
数
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

　
年
度
後
半
は
、
愛
知
タ
ー
ゲ
ッ

ト
達
成
へ
の
厳
し
い
現
状
や
、
達

成
に
向
け
て
活
発
に
展
開
さ
れ
る

世
界
レ
ベ
ル
の
保
護
活
動
の
現
状

に
つ
い
て
、
日
本
国
内
で
広
く
普

及
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
は

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｂ
の
推
進
を
担
う
日
本
委

員
会
の
中
核
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、

委
員
会
で
の
議
論
を
リ
ー
ド
し
、

情
報
発
信
や
普
及
活
動
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
具
体
案
を
提
案
・
実
行
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、「
民

間
保
護
地
域
」
と
い
う
市
民
や
企

業
が
保
全
に
取
り
組
む
場
を
国
の

生
物
多
様
性
保
全
の
施
策
に
位
置

づ
け
て
い
く
世
界
的
な
動
き
や
、

保
護
地
域
の
管
理
効
果
を
高
め
る

た
め
の
「
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
グ
リ
ー
ン
リ

ス
ト
」
と
い
う
新
た
な
動
き
に
つ

い
て
、
情
報
収
集
・
検
討
を
始
め

て
い
ま
す
。

自然のしくみを
尊重する社会へ

Nカレやウェブで情報発信！
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亀山 章
（NACS-J理事長）

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ

た
中
池
見
湿
地
の
北
陸
新
幹
線
問

題
の
好
転
、
自
然
観
察
指
導
員
講

習
会
の
５
０
０
回
達
成
な
ど
、
成

果
が
形
と
な
っ
た
活
動
も
あ
り
、

会
報
で
笑
顔
の
ご
報
告
を
お
届
け

す
る
こ
と
が
で
き
た
一
年
で
し

た
。
中
池
見
湿
地
の
保
護
問
題
は

長
年
の
自
然
保
護
運
動
の
成
果
で

あ
り
、
自
然
観
察
指
導
員
講
習
会

の
５
０
０
回
達
成
も
活
動
を
積
み

重
ね
て
き
た
成
果
で
す
。
日
本
自

然
保
護
大
賞
は
新
た
な
事
業
の
展

開
と
し
て
、
今
後
に
期
待
が
高
ま

る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、森
林
生
態
系
保
全
の
取

り
組
み
は
、戦
後
の
奥
地
林
開
発

の
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す

が
、
近
年
で
は
白
神
山
地
の
ブ
ナ

林
の
世
界
遺
産
に
よ
る
保
護
、群

馬
県
赤
谷
の
森
林
生
態
系
保
護
地

域
に
よ
る
保
護
、
宮
崎
県
綾
の
ユ

ネ
ス
コ
・
エ
コ
パ
ー
ク
に
よ
る
保
護

な
ど
、こ
れ
ま
で
多
く
の
成
果
を

残
し
て
き
て
お
り
、そ
れ
に
続
く

の
が
木
曽
や
魚
梁
瀬
の
活
動
で
す
。

　
一
方
で
は
、
沖
縄
・
辺
野
古
の

埋
め
立
て
問
題
の
よ
う
に
、
笑
顔

に
到
達
す
る
の
に
、
ま
だ
ま
だ
運

動
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

大
き
な
課
題
に
立
ち
向
っ
て
い
る

こ
と
を
、
中
間
報
告
と
し
て
い
ま

す
。
外
国
人
特
派
員
協
会
で
の
記

者
会
見
が
、
世
界
的
に
権
威
の
あ

る
科
学
雑
誌
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
に

掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の

主
張
が
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
た
も
の

と
し
て
、
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
‐
Ｊ
の
活
動
は
、
全

国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
進
ん

で
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
活
動
を

続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
会
員
や

寄
付
サ
ポ
ー
タ
ー
、
各
地
で
自
然

保
護
活
動
や
調
査
研
究
を
さ
れ
て

い
る
方
な
ど
、
全
国
で
支
え
て
く

だ
さ
る
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
14

年
度
も
、
皆
様
の
ご
支
援
の
お
か

げ
で
活
動
を
進
め
成
果
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
こ
の

１
年
間
の
ご
支
援
に
対
し
、
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

年次報告
まとめ

2014年度 NACS-J 活動マップ

辺野古

赤谷

東北の海辺

下総

中池見

綾
小笠原

尾瀬

屋久島

主な活動地域
自然観察指導員講習会・研修会
モニタリングサイト 1000 里地 講習会・交流会
モニタリングサイト 1000 里地 調査地
意見書などの提出や保護交渉案件、検討 
委員として参加などそのほかの活動
ユネスコエコパークに関する活動

関連する意見書・要望書など

根室フレシマ風力
発電所計画

トムラウシ地区
地熱発電計画

森林生物遺伝資源
保存林設定（日高）

釜石広域風力発電所計画

仙台海岸防潮林復元と多様
性保護に係わる協議会

飛騨横断自動車計画
（リニア中央新幹線

計画関連）

「そうふけっぱら」
の保護運動

長野県希少野生
動植物保護対策
委員会

奄美群島森林生態系保護
地域保全管理委員会

羽田連絡道路
建設計画

木曽悠久の森計
画検討委員会　

西表島森林生態
系保護地域保全
管理委員会

那覇空港滑走路
増設計画

泡瀬干潟埋
立て事業

リニア中央新幹線
計画

ヤナセ天然スギの
今後の取り扱いに
関する検討委員会

京都スタジアム
建設計画

※全国に関わる意見書の一覧は 15 ページをご覧ください。

皆
様
の
支
え
で
活
動
の
実
り
が

見
え
て
き
た
14
年
度
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ア
ー
バ
ン
ベ
ン
デ
ィ
ッ
ク
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
／
青
木
一
恵

／
青
塚
よ
し
子
／
青
山
巖
／
赤
沢
美
恵
子
／
赤
羽
ユ
リ
／
秋

田
あ
や
子
／
浅
井
常
典
／
浅
井
渉
／
浅
子
か
お
い
／
浅
田
眞

理
子
／
浅
沼
潤
三
郎
／
浅
野
政
栄
／
浅
原
米
子
／
ア
サ
ヒ
飲

料
㈱
／
朝
比
奈
佑
子
／
莇
清
／
阿
佐
美
良
雄
／
ア
ジ
レ
ン

ト･

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
／
麻
生
泉
／
阿
部
俊
一
／
阿
部
敏
行

／
安
部
博
子
／
阿
部
従
子
／
㈱
ア
ベ
イ
ル
テ
ッ
ク
／
網
谷
由

美
子
／
綾
部
英
和
／
新
井
苑
子
／
新
井
秀
直
／
荒
川
日
出
子

／
荒
木
恭
仁
子
／
新
谷
勝
也
／
有
吉
香
恵
／
粟
生
恵
理
子
／

安
藤
謙
二
／
飯
塚
紘
一
／
飯
塚
友
康
／
飯
塚
直
美
／
㈱
イ
ー

マ
ッ
ク
ス
／
五
十
嵐
敏
文
／
井
草
貴
男
／
井
口
利
枝
子
／
池

田
幸
代
／
池
田
滝
子
／
池
田
久
浩
／
池
田
博
／
池
藤
栄
／
石

井
愃
義
／
石
井
由
和
／
石
岡
貴
生
／
石
川
晃
一
／
石
川
治
明

／
石
榑
純
子
／
石
黒
善
純
／
石
田
清
明
／
石
田
達
郎
／
泉
文

宏
／
伊
瀬
恵
子
／
磯
村
泰
正
／
市
岡
日
出
夫
／
市
川
実
／
市

野
和
夫
／
出
原
和
正
／
伊
藤
い
づ
み
／
伊
藤
克
博
／
伊
藤
勝

幸
／
伊
東
要
／
伊
藤
修
二
／
伊
東
毅
／
伊
東
陽
子
／
伊
藤
裕

志
／
伊
藤
理
恵
／
稲
川
雅
信
／
乾
公
正
／
今
井
勝
義
／
今
瀬

憲
洋
／
今
村
真
知
子
／
今
安
祥
智
／
癒
し
の
時
間
そ
よ
風
／

入
倉
進
／
岩
永
京
子
／
岩
部
良
子
／
岩
間
美
根
子
／
岩
本
清

吉
／
上
出
貴
士
／
上
野
篤
史
／
上
野
和
昌
／
上
野
山
雅
子
／

植
原
彰
／
上
東
ま
ど
香
／
植
村
春
人
／
臼
木
富
雄
／
臼
木
勝

／
内
田
靖
夫
／
内
村
満
紀
／
宇
野
木
早
苗
／
海
野
美
枝
子
／

㈱
エ
テ
ュ
セ
／
榎
田
基
明
／
遠
藤
い
み
子
／
遠
藤
弘
／
大
井

綾
／
大
内
紘
三
／
大
内
俊
和
／
大
内
政
義
／
オ
ー
・
エ
イ
・

エ
ス
㈱
／
大
河
孝
／
大
久
保
多
加
男
／
太
田
浄
子
／
太
田
慶

子
／
太
田
毅
／
太
田
増
江
／
大
塚
ち
か
子
／
大
槻
博
明
／
大

坪
瑞
輝
／
大
野
久
良
夫
／
大
橋
貴
美
子
／
大
牟
田
一
美
／
大

森
哲
夫
／
大
山
直
美
／
岡
カ
ヅ
子
／
岡
田
か
づ
子
／
岡
田
剛

次
／
尾
形
誠
子
／
小
賀
野
大
一
／
岡
野
弘
明
／
岡
本
清
美
／

岡
本
初
生
／
小
川
明
子
／
小
川
治
作
／
尾
籠
健
一
／
尾
坂
康

／
小
山
内
司
／
小
田
邦
矩
／
小
谷
正
／
小
田
原
一
樹
／
音
道

慶
子
／
小
野
巌
／
小
野
常
富
／
小
野
知
洋
／
小
野
仁
／
小
畑

徳
彦
／
Ｏ
Ｂ
Ｊ
／
小
見
寺
公
一
／
折
口
晴
夫
／
恩
田
吉
郎
／

加
川
晶
子
／
角
野
美
恵
子
／
葛
西
幸
枝
／
梶
尾
望
／
加
柴
美

智
子
／
梶
間
幹
一
郎
／
片
山
愛
司
／
形
山
嘉
壽
子
／
賀
登
環

／
加
藤
悦
子
／
加
藤
俊
哉
／
加
藤
政
和
／
金
井
し
の
ぶ
／
金

沢
信
亮
／
金
津
治
恵
／
金
森
久
弘
／
金
山
陽
子
／
金
田
屋
／

金
久
由
美
子
／
鎌
野
睦
／
上
井
薫
／
神
谷
省
司
／
神
谷
有
二

／
亀
山
雅
博
／
唐
鎌
日
出
夫
／
唐
沢
良
子
／
苅
谷
雅
充
／
河

合
明
宣
／
河
合
斌
／
河
合
ま
き
／
川
勝
史
朗
／
川
上
典
子
／

川
北
秀
人
／
川
口
裕
啓
／
川
口
幸
恵
／
川
嵜
章
美
／
川
嶋
勉

／
川
嶋
正
勝
／
川
島
美
代
子
／
川
竹
守
／
川
野
幸
子
／
川
幡

公
子
／
川
端
自
人
／
川
南
仁
／
河
村
淳
子
／
河
村
博
信
／
環

境
ア
リ
ー
ナ
研
究
機
構
／
木
内
聖
子
／
木
内
華
／
菊
田
穣
／

菊
池
英
夫
／
菊
池
等
／
菊
地
眞
幸
／
北
川
博
正
／
北
村
卓
大

／
北
村
正
子
／
杵
渕
ト
ヨ
子
／
木
ノ
本
豊
／
木
原
奉
文
／
木

村
晃
子
／
木
村
直
代
／
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱
／
草
野
恭
子

／
工
藤
勝
政
／
久
保
廣
晃
／
久
保
田
道
子
／
組
頭
五
十
夫
／

久
米
田
賢
次
／
倉
本
宣
／
栗
林
淳
子
／
栗
林
昌
弘
／
栗
山
洋

／
黒
住
耐
二
／
黒
住
陽
子
／
黒
瀬
則
子
／
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意見書・要望書など
①鳥獣保護法改正に関する要望書
②「普天間飛行場代替施設建設事業に係る環境監視等委員会」の公開の要

望書
③リニア中央新幹線環境影響評価書に対する環境保全の立場からの意見
④「根室フレシマ風力発電所」建設に対する要望書
⑤海岸法改正に対する要望書
⑥「大浦湾チリビシのアオサンゴ群集」の天然記念物指定に関する要望書
⑦濃飛横断自動車道計画 ( リニア関連工区 ) への要望書
⑧中池見湿地付近環境事後調査についての要望書
⑨辺野古・長島の洞窟の視察を求める要望書
⑩普天間飛行場代替施設建設事業に伴う臨時制限区域への立ち入り許可の

お願い
⑪辺野古・大浦湾海域の埋め立て中止の要望書
⑫大雪国立公園内トムラウシ地区地熱発電計画中止の要望書
⑬普天間飛行場代替施設建設事業の環境監視等委員会の公開とジュゴン保

全措置についての要望　
⑭普天間飛行場代替施設建設事業の環境保全措置についての要望
⑮多摩川河口干潟に影響を及ぼす羽田連絡道路の建設に対する意見書
⑯濃飛横断自動車道計画（リニア関連工区）路線近傍での希少猛禽類の調

査の早期実施を求める要望書
⑰宮城県気仙沼市小泉海岸の環境保全を求める意見書
⑱日本の海洋生物多様性保全の制度の改善に関する要望書
⑲普天間飛行場代替施設建設事業の設計概要変更承認申請書に対する 5 次

質問の送付に対する要望書
⑳普天間飛行場代替施設建設事業の環境保全に関する要望
㉑ラムサール条約湿地「中池見湿地」を通過する北陸新幹線建設計画の変

更を求める要望書
㉒高知県安芸郡馬路村魚梁瀬地区の国有林を中心に分布するヤナセ天然ス

ギの保護林拡張による保全と復元に向けての意見書
㉓普天間飛行場代替施設事業に係る環境監視等委員会の現地視察実施に関する要望書

声明・パブリックコメントなど
㉔持続可能な自然エネルギーの導入促進に対する共同声明
㉕「国土強靱化基本計画（素案）」及び「国土強靱化アクションプラン（素案）」

に関するパブリックコメント
㉖リニア中央新幹線に係る環境影響評価書に対する環境大臣意見に対する

コメント 
㉗普天間飛行場代替施設建設に関わる公有水面埋立承認の判断基準に関す

る公開質問（要請）
㉘ニホンウナギの IUCN レッドリスト掲載に対するコメント 
㉙南アルプスと只見のユネスコエコパーク登録に対するコメント
㉚中央新幹線（東京都・名古屋市間）に係る環境影響評価書に対する国土

交通大臣意見へのコメント
㉛ラムサール条約国別報告書（案）に対する意見
㉜辺野古海域へのジュゴン食痕調査のための立ち入り申請への回答に対す

る声明
㉝リニア中央新幹線補正評価書についての意見
㉞辺野古・大浦湾の環境保全を求めるケネディ駐日米国大使への書簡 
㉟国土交通大臣によるリニア中央新幹線事業認可に対する緊急声明
㊱辺野古・長島の利用許可申請
㊲共同声明  ラムサール条約にもとづく辺野古・大浦湾沿岸域の保全について
㊳種の保存法指定種アユモドキ生息地を保全し、 京都スタジアム計画の見直

しを求める意見
㊴外来種被害防止行動計画（案）に関する意見
㊵「地域自然資産区域における自然環境の保全及び持続可能な利用の推進

に関する法律」案に対する意見
㊶『阿波しらさぎ大橋事業 吉野川河口域に与える影響の総合評価報告書

（案）』への意見　
㊷沖縄県は沖縄防衛局に対して、大浦湾内での「アンカー設置」作業を直

ちに中断し岩礁破砕の許可申請をするよう勧告を（緊急要請）
㊸宮城県海岸保全基本計画の変更への意見 
㊹辺野古・長島の利用許可申請
㊺東清二氏の「環境監視等委員会」の辞任関係機関に対応を求める声明
㊻ラムサール条約登録中池見湿地にかかる北陸新幹線ルートの環境事後調

査検討委員会の結論に関するコメント
㊼いのちの海とサンゴ礁を守れ　辺野古新基地建設に反対する NGO 緊急共

同声明　～日本政府は沖縄の民意に耳を傾け、作業の中止を～
㊽普天間飛行場代替施設建設事業に関する農林水産大臣の沖縄県に対する

効力停止発表への緊急声明

2014年度 意見書・声明・パブリックコメントなどの提出
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2014度の決算報告
　2014 年度は前年度に比べ収入は全体で 870 万円の減少と
なりました。一方、支出も事務局全体で費用削減に取り組み、
前年度比マイナス 3300 万円と大幅に抑えることができました。
生じた差額のうち 1000 万円は中長期的な事業実施に備える
ための積立資産に繰り入れ、今後、3 カ年計画として掲げて
いるサンゴ礁保全やイヌワシをはじめとする絶滅危惧種の保
護事業、自然保護の人材育成事業などに活用していきます。

◉収入（収益）
　会費とご寄付は収入の 46% を占めています。科学的根拠
を持った独自の活動を進めるためには会費やご寄付などの継
続的なご支援が必要です。寄付金は、イヌワシや絶滅危惧種
保護へのご寄付ほか多くの方のご支援により、前年度を 3633
万円上回るご寄付が集まりました。個人会員については、全
体としては減少傾向が続いているものの、自然観察指導員へ
の登録などをきっかけに若年層の参加が増えてきています。

　今後は若い方々へも NACS-J の活動を知っていただき、積
極的なご支援を呼びかけるとともに、ご寄付を着実に成果に
結びつけることで支持基盤の強化に努めてまいります。

◉支出（費用）
　公表している決算を活動分野ごとに表しました。支出の
94％を事業費として、６％を公益法人運営のための管理費と
して活用しました。「地域づくりと森林の保護」は赤谷プロジェ
クトや綾プロジェクトなどの森林生態系の協働保全管理や、各
地の地域戦略づくりやエコパーク登録の支援などの事業、「里
やま保全」はモニタリングサイト 1000 里地調査や福井県中池
見湿地の保全活動など、「環境教育」は自然観察指導員の養
成や研修、自然しらべ、観察路コンクールなどの教育普及事業、

「その他の自然保護活動」は全国各地の現場の自然保護活動
と国際的な活動を含んでいます。皆様のご支援で自主的な活
動が進められ、また受託事業でも、NACS-J が主体的に企画
し取り組む活動を国や自治体に提案し実施しています。

2014年度の決算
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個人会員 1万1361人
ファミリー会員 2505人
ユース会員 85人
団体会員 348口／225団体
法人特別会員 54口／40法人
寄付サポーター 989人
アクションサポーター 8501人
計 2万3843人・口

■20年以上の会員企業／法人特別会員
カロラータ㈱／損害保険ジャパン日本興亜㈱／
電源開発㈱／東京電力㈱／㈱日経ナショナルジ
オグラフィック社／北陸電力㈱／㈱ みずほフィ
ナンシャル・グループ／㈱八ケ岳高原ロッジ

■20年以上の会員企業／団体会員
石塚旅館／宇和島自動車㈱／王子木材緑化㈱／
㈲オフィスアデム／㈱甲南保険センター／㈱佐
賀銀行／㈱清水屋ホテル／西部環境調査㈱／㈱
高崎測量／立山黒部貫光㈱／㈱タムロン／㈱テ
クノ中部／東海教育産業㈱／東京パワーテクノ
ロジー㈱尾瀬林業事業所／東北緑化環境保全㈱
／日本製紙㈱／パシフィックコンサルタンツ㈱
／民宿風蓮／富士急行㈱／㈱プレック研究所／
三菱マテリアル㈱／㈱野生動物保護管理事務所
／ユニオンデータシステム㈱／㈱りんゆう観光
／ロッジ・ネイチャー莫／鷲が峰ひゅって

2014年度　収支報告
（2014年 4月1日～2015年 3月31日）
昨年度もNACS-J の活動をご支援いただき、誠にありがとう
ございました。以下に収支概要をご報告いたします。

●事業活動収入： 2億4104万円

運用収入
会費
寄付金
受託金
助成金
雑収入
そのほか事業

213万円
7532 万円
3633万円
8389万円
535 万円
6万円

3796 万円

●事業活動支出： 2億2933万円

地域づくりと森林の保護
里やま保全
海・沿岸域の保護
環境教育
情報発信・普及啓発
そのほかの自然保護活動
そのほか事務局運営
法人運営（管理費）

3469万円
4287 万円
1429万円
3967 万円
4641万円
2073万円
1794万円
1273万円

1%

31%

15%
35%

2%0% 16% 15%

19%

6%
17%

20%

9%

8%
6%

支出収入
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新たな自然保護の課題解決のため 
2020年までの中期目標を設定
　近年、日本の自然保護活動は、社会のあらゆる分野に広が
りを見せ、着実な前進を感じる一方、経済や技術の発展の中
で新たな形の自然破壊や、人々の関心のなさが生み出す自然
環境の崩壊が起きています。こうした自然破壊や自然環境の
崩壊の背景には、日本の人口減少と都市への一極集中化や、
グローバル化や高齢化による一次産業の衰退があり、それに
対応する生態系サービスを価値化する手段や土地利用計画に
組み込むしくみが欠如していることがあげられます。また、大
規模開発による大面積の生態系の劣化が少なくなった一方
で、地域絶滅や外来種の侵入等による生態系の質の劣化が進
行しています。さらに、自然体験そのものが薄れてきた世代
が増大しつつあり、「自然を失った」という感覚の薄れも、自
然破壊を進めてしまう要因となってきています。 
　こうした状況の中で NACS-J は、自然保護の課題解決のた
め、2020 年までの中期目標を新たに策定し、その実現のた
めに３カ年計画を立てて、実効力のある自然保護活動を推進
していきます。 

森の恵みを活かした地域づくりと、遅れて 
いる海辺の自然保護を重点事業に。
　日本では森林や里やまの保全活動をはじめ陸域の保護活動
にかかわる人が増えてきています。NACS-J でも国有林を中心
とした奥山の森林では、事業の目標を「自然破壊を食い止め
る」ことから、「森の恵みを活かした地域社会づくり」へと移
しつつあります。2012 年には、宮崎県綾町の照葉樹林がユ
ネスコエコパークに登録され、「周辺地域も含めた自然保護
地域の形成」が目に見える形になってきています。2015 年度
はこうした先行事例をモデル化し、「自然の力で明日をひらく」
地域を増やしていくための活動に力を入れます。
　一方、海については、大規模な自然破壊が現在も続いてい
ます。沖縄県辺野古のサンゴ礁や東北の砂浜に建設が進む巨
大防潮堤など、十分な環境影響評価をしないままの公共工事
が進行し、希少な自然環境の破壊が起きています。沿岸生態
系は森や川とつながり、デリケートで重要な機能を持つ自然
環境であることが社会に認識されておらず、それを保全する
ための法体系の整備の遅れや、水辺と陸域をつなぐ重要な地
域を守るしくみがないことなど課題が山積しています。
　NACS-J は、森や里において、自然のしくみを活かした地域

の実例を増やしていくことで社会への変革を進めつつ、森や
里に比べて遅れている海辺の自然保護を 2015 年度の活動の
柱に据えていきます。
　活動を進める力となる、地域の自然を守る担い手を増やすた
め、全国で会員・支援者をさらに増やし、特に若い世代の自
然保護への理解者と協力者を増やすことに注力します。また、
自然観察指導員養成事業を継続して全国へ広がりを生み出すと
ともに、より幅広い関心層にむけた普及啓発の機会を増やし、
全国各地の自然の守り手と協力して全国的な市民調査活動や次
世代の自然保護リーダーの発掘・育成にも取り組みます。

2015 年度の予算

※ 2014 年度決算・事業報告、2015 年度予算・事業計画の詳細資料は、NACS-J のウェブサイト
（http://www.nacsj.or.jp/nacs_j/business_report.html）に掲載しています。

2015年度の事業計画 “自然のちからで、明日をひらく。”
社会をつくるために。

2020 年までの中期目標
目標１：自然を守り生物多様性の損失を食い止めた現場実績を増や

し、自然保護のしくみ・ 制度づくりの実績を増加させている。

目標２：生物多様性・自然のちからを活かしたモデルとなる地域を増
加させている。

目標３：市民の自然とのふれあいの機会や「自然のちから」の理解
の場を２倍にする。

目標４：会員・支援者に支えられる自然保護NGOとして、多角的
な支援を得る。

目標５：自然保護活動の連携を強化し、日本自然保護協会の認知
度を飛躍的に伸ばす。

目標６：多分野の支援を得て、段階的能力開発、働きやすい職場
環境を構築する。

●事業活動収入： 2億7142万円

運用収入
会費
寄付金
受託金
助成金
雑収入
そのほか事業

250 万円
7584 万円
4586 万円
9586 万円
1335 万円
5万円

3796 万円

●事業活動支出： 2億7142万円

地域づくりと森林の保護
里やま保全
海・沿岸域の保護
環境教育・人材養成
情報発信・普及啓発
そのほかの自然保護活動
そのほか事務局運営
法人運営（管理費）

3737 万円
4422 万円
2140 万円
3691 万円
6073 万円
2582 万円
3070 万円
1427 万円
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支出収入
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